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[

書
評]

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
終
結
七
〇
周
年
夏
の
福
間
良
明
の
編
著 

―
福
間
良
明 

著
『「
戦
跡
」
の
戦
後
史 

せ
め
ぎ
あ
う
遺
構
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
』
他
二
冊
― 

 

木
下
浩
一 

   
 
 

一 

は
じ
め
に 

  

二
〇
一
五
年
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
終
結
七
〇
周
年
で
あ

り
、
一
般
書
は
勿
論
の
こ
と
専
門
書
に
お
い
て
も
関
連
図
書
の

出
版
が
相
次
い
だ
。
本
稿
に
お
け
る
書
評
の
対
象
で
あ
る
三
冊

も
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。三
冊
と
は
、

『
「
聖
戦
」
の
残
像
―
知
と
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
社
会
学
』
（
人

文
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
、
『
「
戦
跡
」
の
戦
後
史 

せ
め
ぎ

あ
う
遺
構
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
、

『
「
知
覧
」
の
誕
生
―
特
攻
の
記
憶
は
い
か
に
創
ら
れ
て
き
た

の
か
』
（
柏
書
房
、
二
〇
一
五
年
）
で
あ
り
（
以
下
、
適
宜
『
聖

戦
』
『
戦
跡
』
『
知
覧
』
と
略
記
）
、
と
も
に
福
間
良
明
が
著

者
あ
る
い
は
編
者
で
あ
る
。 

 

三
冊
は
同
時
期
（
二
〇
一
五
年
六
月 

八
月
）
に
出
版
さ
れ

て
い
る
。
出
版
時
期
が
重
な
っ
た
の
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
戦
後

七
〇
周
年
と
も
関
連
し
て
い
よ
う
が
、編
著
者
の
福
間
良
明
が
、

こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
そ
の
問
題
関
心
を
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争

に
お
い
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
。し
か
し
福
間
自
身
は『
聖
戦
』

の
「
あ
と
が
き
」
で
、
「
も
と
も
と
は
、
国
民
国
家
形
成
へ
の

関
心
か
ら
研
究
を
ス
タ
ー
ト
」
し
、
戦
争
体
験
や
メ
デ
ィ
ア
を

研
究
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
後
の
こ
と
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
(1)

。 

 

限
ら
れ
た
字
数
の
な
か
で
三
冊
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
散
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漫
さ
を
招
く
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
本
稿
の
主
眼
は
、
特
定

の
書
籍
を
評
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
い
。
三
冊
を
中
心
に
、

福
間
良
明
と
い
う
研
究
者
の
「
現
在
」
を
見
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
社
会
学
周
辺
に
お
け
る
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
の
記
憶
研
究
の
「
現
在
」
を
批
判
的
に
把
握
で
き

れ
ば
と
考
え
る
。 

 

ま
ず
は
、
対
象
の
三
冊
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。 

 

『
聖
戦
』
『
戦
跡
』
『
知
覧
』
は
、
順
に
総
論
か
ら
各
論
へ

と
テ
ー
マ
が
絞
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
『
聖
戦
』
に
お
い
て
は
広

く
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
が
、

『
戦
跡
』
で
は
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
「
戦
跡
」
に
分
析
対
象
が

限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
知
覧
』
で
は
、
戦
跡
の
な
か
で

も
特
に
「
知
覧
」
と
い
う
個
別
事
例
に
絞
り
こ
ま
れ
る
。 

 

『
聖
戦
』
は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
一
三
年
に
福
間
が
執

筆
し
た
論
文
を
集
め
た
論
文
集
で
あ
る
。
や
は
り
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
を
テ
ー
マ
に
し
つ
つ
も
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
知
と

メ
デ
ィ
ア
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
記
憶

の
形
成
に
お
け
る
「
教
養
・
教
育
」
と
「
メ
デ
ィ
ア
」
の
関
係

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

 

一
方
『
戦
跡
』
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
「
戦
跡
」
を
め
ぐ

る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
詳
ら
か
に
し
て
い
る
。
同
書
は
書
き
お
ろ

し
で
あ
る
が
、
福
間
が
、
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
個
別
の
事
例
研

究
を
整
理
し
つ
つ
再
度
論
考
を
加
え
て
い
る
。
『
聖
戦
』
は
テ

ク
ス
ト
分
析
を
中
心
と
し
た
比
較
メ
デ
ィ
ア
論
で
あ
っ
た
が
、

『
戦
跡
』
は
、
よ
り
広
く
史
料
収
集
し
分
析
を
行
っ
た
社
会
史

研
究
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

『
知
覧
』
は
、
十
人
の
研
究
者
の
論
文
集
で
あ
り
、
福
間
は

山
口
誠
と
と
も
に
編
著
者
を
務
め
て
い
る
。
既
述
の
通
り
『
戦

跡
』
を
総
論
と
す
る
な
ら
ば
、
『
知
覧
』
は
各
論
と
い
え
る
。

い
ま
や
特
攻
の
代
名
詞
と
も
な
っ
た
「
知
覧
」
が
ど
の
よ
う
に

発
見
さ
れ
、
ま
た
「
知
覧
」
と
い
う
記
憶
が
ど
の
よ
う
に
形
成

さ
れ
て
き
た（
い
る
）の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

現
在
進
行
形
で
進
み
つ
つ
あ
る
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
関
心
で

あ
る
。 

 

こ
れ
ら
三
冊
は
社
会
史
研
究
の
流
れ
の
中
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
程
度
は
異
な
る
も
の
の
、
広
い
意
味
で
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
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戦
争
に
関
す
る
「
記
憶
の
研
究
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
メ
デ
ィ

ア
に
つ
い
て
の
ウ
ェ
イ
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
、
メ
デ

ィ
ア
史
研
究
で
も
あ
る
。 

 

内
容
の
要
約
に
入
る
前
に
、
研
究
者
・
福
間
良
明
の
略
歴
を

紹
介
す
る
。 

 

『
聖
戦
』
の
経
歴
に
よ
れ
ば
、
福
間
良
明
の
専
門
（
専
攻
）

は
、
歴
史
社
会
学
あ
る
い
は
メ
デ
ィ
ア
史
と
な
っ
て
い
る
。
出

版
社
勤
務
を
経
て
、
現
在
は
立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
教
授

を
務
め
て
い
る
。
最
初
の
単
著
は
、
『
辺
境
に
映
る
日
本
―
ナ

シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
融
解
と
再
構
築
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）

で
あ
る
が
、
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
で
検
索
す
る
と
、
単
著
・

編
著
・
共
著
・
翻
訳
含
め
三
十
五
冊
が
ヒ
ッ
ト
す
る
（
二
〇
一

五
年
一
二
月
末
時
点
）
。
研
究
者
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
い
つ

と
す
る
か
は
難
し
い
が
、
最
初
の
単
著
か
ら
十
五
年
経
過
し
て

い
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
非
常
に
多
産
だ
と
い
っ
て
い
い
だ

ろ
う
。 

 

福
間
の
当
初
の
研
究
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
国
民
国

家
形
成
へ
の
関
心
」
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
分
析
対
象
を
映

画
や
マ
ン
ガ
あ
る
い
は
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
や
コ
ン
テ
ン
ツ

に
拡
げ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
問
題
関
心
は
、
常
に
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
に
あ
る
。
右
記
の
映
画
や
マ
ン
ガ
な
ど
の
コ
ン
テ

ン
ツ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
関
連
の
も
の
で

あ
り
、
福
間
は
一
貫
し
て
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と
は
何
だ

っ
た
の
か
」
を
問
い
続
け
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
史
家
で
あ
る
。
近

年
の
福
間
は
山
口
誠
ら
と
と
も
に
、
「
戦
跡
」
を
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
捉
え
る
こ
と
で
分
析
の
幅
を
さ
ら
に
拡
げ
て
い
る
。
当
初

か
ら
記
憶
研
究
の
要
素
を
含
ん
で
い
た
も
の
の
、
分
析
対
象
の

拡
大
に
つ
れ
、
福
間
の
仕
事
は
よ
り
「
記
憶
研
究
」
へ
と
移
行

し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。 

 

そ
の
福
間
が
学
会
役
員
を
務
め
る
戦
争
社
会
学
会
は
、
二
〇

〇
九
年
五
月
に
発
足
し
た
新
し
い
組
織
で
あ
る
が
、
二
〇
一
三

年
に
は
そ
の
成
果
と
し
て
、
福
間
良
明
・
野
上
元
・
蘭
信
三
・

石
原
俊
編
『
戦
争
社
会
学
の
構
想
―
制
度
・
体
験
・
メ
デ
ィ
ア
』

（
勉
誠
出
版
、
以
下
『
戦
争
社
会
学
の
構
想
』
と
略
記
）
を
出

版
し
て
い
る
。
福
間
ら
の
構
想
す
る
「
戦
争
社
会
学
」
は
、
分

析
対
象
を
「
戦
争
」
に
限
定
し
、
歴
史
学
や
社
会
学
の
知
見
を
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渉
猟
し
つ
つ
独
自
の
手
法
を
加
え
、
「
戦
争
社
会
学
」
を
デ
ィ

シ
プ
リ
ン
と
し
て
立
ち
上
げ
よ
う
と
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

福
間
ら
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
対
す
る
強
い
問
題
意
識
の

表
れ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

  
 
 

二 

内
容
の
要
約 

  

前
節
で
福
間
の
経
歴
を
紹
介
し
た
が
、
以
下
で
は
三
冊
の
内

容
を
そ
れ
ぞ
れ
要
約
す
る
。 

 

（
一
）『「
聖
戦
」
の
残
像
―
知
と
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
社
会
学
』 

 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
聖
戦
』
は
、
福
間
個
人
の
こ
こ

一
〇
年
の
論
文
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。「
聖
戦
」
と
は
勿
論
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
指
す
。
本
書
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
三
部

か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
Ⅰ
部
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
の
な
か
の
戦

争
」
は
マ
ン
ガ
・
映
画
・
雑
誌
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
、
第
Ⅱ

部
「
焦
土
の
思
想
と
メ
デ
ィ
ア
」
は
広
島
や
沖
縄
と
い
う
場
所

や
空
間
に
、
第
Ⅲ
部
「
知
・
戦
時
博
覧
会
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
」

は
教
育
・
教
養
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ウ
ェ
イ
ト
が
あ
る
。 

プ
ロ
ロ
ー
グ 

 

プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
関
す
る
歴
史

学
・
社
会
学
・
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
関
連
の
先
行
研
究
の
レ
ビ
ュ

ー
を
行
っ
て
い
る
。
『
戦
争
社
会
学
の
構
想
』
で
網
羅
し
た
内

容
を
ま
と
め
た
も
の
と
も
い
え
る
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
も

密
度
の
高
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に

興
味
関
心
の
あ
る
初
学
者
は
一
読
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

ポ
イ
ン
ト
は
多
い
が
、
こ
こ
で
は
「
比
較
メ
デ
ィ
ア
論
」
と

「
戦
争
体
験
記
」
を
あ
げ
る
。
前
者
は
、
ひ
と
つ
の
メ
デ
ィ
ア

を
そ
れ
だ
け
で
語
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
を
比
較

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
の
「
形
式
」
「
特
性
」
「
効
果
」

の
違
い
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
(2)

。 

 

後
者
の
「
戦
争
体
験
記
」
は
、
福
間
が
近
年
興
味
関
心
を
強

く
し
て
い
る
分
析
対
象
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
も

相
当
な
字
数
を
割
い
て
言
及
し
て
い
る
(3)

。
背
景
の
ひ
と
つ
に
、

戦
争
体
験
な
ど
の
言
説
の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。
戦
争
経
験
者

が
残
り
の
人
生
を
意
識
す
る
時
、
何
か
を
語
り
残
し
た
り
、
あ
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る
い
は
書
き
残
し
た
い
と
の
思
い
が
強
く
な
る
場
合
が
少
な
く

な
い
。
し
か
し
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
そ
の
言
説
分
析
に
は
注

意
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
時
に
は
生
々
し
さ
や
凄
味
が
薄
れ

た
り
、
あ
る
い
は
世
代
の
違
い
に
よ
っ
て
語
り
に
ズ
レ
が
生
じ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
の
だ
(4)

。
一
方
で
遺
族
会
が
、

戦
争
体
験
者
の
吐
露
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る「
証
言
抑
制
機
能
」

を
有
す
る
場
合
も
あ
る
と
し
て
い
る
(5)

。 

第
Ⅰ
部 

 

第
１
章
「
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の
メ
デ
ィ
ア
史
」
の
初
出
は

二
〇
〇
六
年
で
あ
り
、福
間
の
初
期
の
論
文
で
あ
る
。福
間
は
、

そ
の
言
説
分
析
の
精
度
を
年
々
高
め
て
い
る
が
、
第
１
章
の
論

文
に
お
い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
言
説
を
シ
ン
プ
ル
か
つ
有
効
に
使

っ
て
い
る
。 

 

第
１
章
で
扱
っ
て
い
る
テ
ク
ス
ト
は
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
で

あ
る
。
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
は
、
過
去
に
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
展

開
し
て
い
る
が
、
同
一
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ

が
載
る
メ
デ
ィ
ア
が
異
な
れ
ば
効
果
も
異
な
る
。
「
マ
ン
ガ
雑

誌
」
「
コ
ミ
ッ
ク
」
「
映
画
」
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
の
形
式
に
よ

る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
変
化
、
あ
る
い
は
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
受
容
の

変
化
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
福
間
は
、
そ
れ
ら
を
媒
介

変
数
に
用
い
て
集
団
文
化
の
変
容
を
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

 

第
３
章
「
「
軍
神
・
山
本
五
十
六
」
の
変
容
―
映
画
『
太
平

洋
の
鷲
』
か
ら
雑
誌
『
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
』
ま
で
」
は
、
海
軍
あ

る
い
は
山
本
五
十
六
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
を
追
っ
て
い
る
。
海

軍
と
山
本
は
時
に
理
想
化
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
海
軍
は
「
ス
マ
ー
ト
で
合
理
主
義
的
」
、
山
本
は
「
平
和

主
義
者
」
「
早
期
和
平
論
者
」
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
過

程
に
お
い
て
は
、
送
り
手
（
作
り
手
）
と
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
と

の
共
犯
的
関
係
も
見
ら
れ
た
と
い
う
が
、
福
間
は
多
く
の
言
説

を
参
照
し
慎
重
か
つ
丁
寧
に
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
言
説
分

析
に
お
い
て
は
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
を
明
確
に
区
別

し
、
受
容
分
析
に
お
い
て
は
世
代
な
ど
に
よ
っ
て
セ
グ
メ
ン
ト

化
す
る
な
ど
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。 

第
Ⅱ
部 

 

第
Ⅱ
部
で
は
広
島
や
沖
縄
な
ど
の
場
所
や
空
間
を
扱
っ
て

い
る
が
、
そ
の
空
間
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
は
「
博
覧
会
」
や
「
メ
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デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
」
で
あ
る
。 

 

第
４
章
「
戦
後
初
期
の
「
八
・
六
」
イ
ベ
ン
ト
と
広
島
復
興

大
博
覧
会
―
「
被
爆
の
明
る
さ
」
の
ゆ
く
え
」
に
よ
る
と
、
被

爆
都
市
・
広
島
が
「
八
・
六
」
を
イ
ベ
ン
ト
化
す
る
な
か
で
、

当
初
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
祝
祭
的
な
」
明
る
さ
を
有
し
て
い
た 

と
い
う
。
原
子
力
の
平
和
利
用
、
あ
る
い
は
同
じ
被
爆
都
市
・

長
崎
と
の
競
合
関
係
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
広
島
の
「
明
る
さ
」

は
変
容
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
広
島
の
「
明

る
さ
」
は
そ
の
後
も
失
わ
れ
ず
、
連
続
性
が
見
て
取
れ
る
と
い

う
。 

 

「
日
琉
同
祖
論
」
を
論
じ
た
第
６
章
「
日
琉
同
祖
論
の
変
容

と
沖
縄
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
―
「
同
祖
」
の
な
か
の
「
抵
抗
」
」

も
興
味
深
い
。
日
琉
同
祖
論
は
元
来
、
日
本
人
側
が
発
し
た
論

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
論
を
沖
縄
（
琉
球
）
側
が
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と

す
る
時
に
は
、
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
に
「
あ
る
種
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン

ス
が
存
在
す
る
」
と
い
う
。
そ
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス
と
は
、
日

本
（
薩
摩
）
支
配
と
ア
メ
リ
カ
支
配
の
間
で
揺
れ
動
く
「
沖
縄

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
学
問
的
止
揚
（
妥

協
）
を
目
指
し
た
の
が
、
伊
波
普
猷
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
沖

縄
学
で
あ
っ
た
。
福
間
は
沖
縄
学
の
系
譜
を
辿
り
つ
つ
、
沖
縄

が
そ
の
困
難
な
状
況
や
ア
メ
リ
カ
支
配
か
ら
脱
す
る
為
に
「
本

土
」
へ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
動
員
さ
れ
る
様
を
描
き
出
し
て

い
る
。 

第
Ⅲ
部 

 

第
Ⅲ
部
に
お
い
て
は
、「
博
覧
会
」や
日
本
民
族
学
の
系
譜
、

あ
る
い
は
英
語
学
や
通
信
教
育
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
と
教
育
・
教

養
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

 

第
９
章
の
「
民
族
知
の
制
度
化
―
日
本
民
族
学
会
の
成
立
と

変
容
」
で
は
、
戦
争
協
力
か
ら
多
く
の
批
判
を
浴
び
た
民
族
学

に
つ
い
て
、
主
に
民
族
学
協
会
・
日
本
民
族
学
会
と
い
う
二
つ

の
組
織
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
を
貫
戦
史

的
に
叙
述
し
て
い
る
。
福
間
は
断
続
と
連
続
の
双
方
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
が
、
本
章
に
お
い
て
よ
り
重
要
な
の
は
戦
後
へ
の

連
続
で
あ
ろ
う
。 

 

（
二
）『「
戦
跡
」
の
戦
後
史 

せ
め
ぎ
あ
う
遺
構
と
モ
ニ
ュ
メ
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ン
ト
』 

 

本
書
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
お
い
て
福
間
は
、
『
戦
跡
』
執
筆
時

の
関
心
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 
 

本
書
の
関
心
は
往
時
の
糾
問
で
は
な
く
、
「
な
ぜ
、
そ

の
よ
う
な
見
方
が
生
じ
た
の
か
」
「
そ
の
社
会
的
要
因
は

何
だ
っ
た
の
か
」
を
考
え
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
に
お
い
て
は
、
今
日
と
は
異
な
る
「
正
し
さ
」
や
「
自

明
さ
」
が
紡
が
れ
て
き
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
、
そ
の

よ
う
な
「
正
し
さ
」
「
自
明
さ
」
が
創
ら
れ
た
の
か
を
問

わ
な
け
れ
ば
、
そ
う
し
た
認
識
を
支
え
て
い
る
磁
場
を
析

出
す
る
こ
と
は
難
し
い
(6)

。 

 

福
間
は
「
戦
跡
を
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
捉
え
る
」
こ
と
で
問
い
の

答
え
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
本
書
の
最
大
の
特
徴

と
な
っ
て
い
る
。 

 

し
た
が
っ
て
「
戦
跡
」
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
わ
け

で
あ
る
が
、
そ
の
「
戦
跡
」
の
定
義
は
、
本
書
に
は
な
い
。
一

方
で
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
遺
構
」
と
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
福
間
は
次
の
よ
う
な
定
義
を
行
っ
て
い

る
。 

  
 
 

遺
構
と
は
、戦
災
や
そ
れ
に
伴
う
人
の
死
が
あ
っ
た
建

造
物
等
の
「
現
物
」
を
通
し
て
、
戦
争
の
痕
跡
を
具
体
的

に
可
視
化
さ
せ
る
も
の
を
指
す
。（
中
略
）そ
れ
に
対
し
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
こ
う
し
た
「
現
物
」
と
は
異
な
り
、

戦
後
新
た
に
創
ら
れ
た

．
．
．
．
．
．
．
．
．
記
念
碑
等
で
、過
去
の
記
憶
を
抽

象
的
で
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
指
し
示
す
も
の
で
あ
る
(7)

。

（
強
調
筆
者
） 

 

遺
構
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
戦
跡
と
の
包
含
関
係
な
ど
は
不
明
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
論
考
を
加
え
る
。 

 
『
戦
跡
』
に
お
け
る
テ
ー
マ
は
、
「
広
島
」
「
沖
縄
」
「
特

攻
」
の
三
つ
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を
研
究
対
象
と

す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
「
広
島
」
「
沖
縄
」
「
特
攻
」
は
避
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け
て
通
れ
な
い
。
当
然
、
先
行
研
究
が
膨
大
に
存
在
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
だ
と
す
る
と
新
た
な
知
見
を
付
加
す
る
の
は
難
し

い
。
し
か
し
福
間
は
「
戦
跡
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
着
目
す
る

こ
と
で
、
「
広
島
」
「
沖
縄
」
「
特
攻
」
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

新
た
な
記
憶
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
『
聖

戦
』
は
個
別
の
事
例
研
究
が
多
か
っ
た
が
、
『
戦
跡
』
に
お
い

て
は
そ
れ
ら
の
事
例
を
統
合
し
直
す
よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ
る
。

 

第
１
章
「
「
遺
構
へ
の
嫌
悪
」
の
忘
却
」 

 

第
１
章
で
は
、
被
爆
都
市
・
広
島
に
お
け
る
「
遺
構
」
と
「
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
」
が
、
分
析
・
論
考
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
当

初
、
戦
跡
と
し
て
「
横
綱
」
の
地
位
に
あ
っ
た
の
は
、
原
爆
供

養
塔
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
爆
慰
霊
塔
が
「
陥
落
」
し
、
平
和
記

念
公
園
や
原
爆
ド
ー
ム
が
前
景
化
し
て
く
る
。
そ
の
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
に
お
い
て
は
、
戦
後
復
興
を
目
指
す
な
か
で
原
子
力
や
慰

霊
の
「
平
和
利
用
」
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
は
地

元
・
広
島
の
政
治
家
や
新
聞
社
、
あ
る
い
は
中
央
の
知
識
人
や

著
名
人
の
関
与
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

第
２
章
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
抱
擁
と
憎
悪
」 

 

沖
縄
本
島
の
摩
文
仁
丘
に
は
、
日
本
全
国
の
各
府
県
の
慰
霊

塔
が
林
立
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
合
祀
者
の

う
ち
、
沖
縄
戦
の
戦
没
者
は
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い
と

い
う
(8)

。
な
ぜ
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
沖
縄
戦
以
外
の
戦
死
者
が

合
祀
さ
れ
た
の
か
、そ
の
過
程
を
福
間
は
詳
ら
か
に
し
て
い
る
。

 

 

福
間
に
よ
れ
ば
、
映
画
『
ひ
め
ゆ
り
の
塔
』
の
受
容
に
は
「
郷

愁
に
近
い
感
傷
」
が
あ
り
、
ま
た
そ
こ
で
強
調
さ
れ
る
の
は
「
純

真
さ
」
で
あ
っ
た
と
い
う
(9)

。
そ
の
背
後
に
は
、
日
本
人
の
「
加

害
性
の
否
定
」
が
見
え
隠
れ
し
、
さ
ら
に
は
「
沖
縄
の
日
本
復

帰
へ
の
希
求
が
あ
っ
た
」
と
い
う

(10)

。
ま
た
「
日
本
復
帰
」
も

当
初
か
ら
希
求
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
中
華
人
民
共
和

国
の
成
立
や
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
を
背
景
に
し
た
米
軍
に
よ
る

基
地
建
設
の
本
格
化
、
あ
る
い
は
本
土
と
の
経
済
格
差
な
ど
が

あ
っ
た

(11)

。 

 
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
沖
縄
は
本
土
か
ら
の
渡
航
が
難
し
く

観
光
に
不
向
き
で
あ
っ
た
が

(12)

、
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
一

転
し
て
観
光
業
が
伸
長
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

(13)

。
こ
の

流
れ
に
よ
り
、
遺
族
団
に
よ
る
戦
跡
巡
礼
が
増
加
し
、
そ
れ
に
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つ
れ
て
慰
霊
塔
建
立
が
続
い
た
。
林
立
す
る
各
府
県
の
慰
霊
塔

で
は
「
戦
没
者
数
の
誇
示
」
ま
で
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う

(14)

。

そ
の
過
程
で
沖
縄
戦
以
外
の
戦
没
者
も
包
含
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
沖
縄
戦
以
外
の
戦
没
者
の
遺
族
に
と

っ
て
も
「
共
感
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う

(15)

。
ま
た
、

そ
の
過
程
で
重
要
な
機
能
を
果
た
し
た
メ
デ
ィ
ア
が
「
バ
ス
ガ

イ
ド
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
福
間
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

第
３
章
「
逆
輸
入
さ
れ
る
「
記
憶
」
―
知
覧
・
特
攻
戦
跡
」 

 

第
３
章
は
、
後
述
の
『
「
知
覧
」
の
誕
生
』
と
重
複
す
る
た

め
、
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
。 

終
章
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
抱
擁
と
憎
悪
」 

 

終
章
で
は
、
第
１
章
か
ら
第
３
章
ま
で
を
比
較
・
統
合
し
て

論
考
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
こ
で
強
調
さ
れ
る
の
は
「
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
前
景
化
」
で
あ
る
。
広
島
・
沖
縄
・
知
覧
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
創
ら
れ
る
」
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
が
大
き
く
前
景
化
し
、
特
に
知
覧
に
お
い
て
は
そ
の

傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
遺
構
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
と
い
う

(16)

。
さ
ら
に
、
広
島
・
沖
縄
に
お
い
て
は
「
遺

構
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
化
」
も
見
ら
れ
た
と
い
う

(17)

。 

 

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
化
の
過
程
で
は
、戦
跡
の
固
有
性
が
消
失
し
、

包
括
性
の
獲
得
が
見
ら
れ
た

(18)

。
ま
た
、
戦
跡
の
整
備
の
過
程

で
は
「
美
化
」
が
見
ら
れ
、
美
化
に
よ
っ
て
「
排
除
」
さ
れ
る

人
た
ち
も
存
在
し
た
と
い
う

(19)

。 

 

終
章
で
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
福
間
自
身
に
よ
る
「
戦
跡

と
い
う
メ
デ
ィ
ア
」
へ
の
言
及
部
分
で
あ
ろ
う
。
「
戦
跡
と
い

う
メ
デ
ィ
ア
」
に
は
、
「
（
特
攻
の
美
化
と
否
定
と
い
う
）
同

床
異
夢
が
成
立
す
る
と
こ
ろ
に
、
議
論
の
並
存
を
許
容
す
る
」

（
註
釈
筆
者
）
特
性
が
あ
る
こ
と
を
、
福
間
は
示
唆
し
て
い

る
(20)

。 

 

ま
た
、
戦
争
に
ま
つ
わ
る
議
論
が
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

陥
る
「
二
項
対
立
」
を
抜
け
出
す
糸
口
と
し
て
、
安
田
武
と
橋

川
文
三
の
議
論
を
、
福
間
は
再
評
価
し
て
い
る

(21)

。 

 
（
三
）『「
知
覧
」
の
誕
生
―
特
攻
の
記
憶
は
い
か
に
創
ら
れ
て

き
た
の
か
』 

 

単
な
る
地
名
で
は
な
い
カ
ギ
括
弧
付
き
の
「
知
覧
」
に
は
、
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近
年
の
戦
争
・
戦
記
ブ
ー
ム
を
追
い
風
に
し
た
、
構
築
さ
れ
た

記
憶
で
あ
る
こ
と
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。 

 

福
間
は
「
知
覧
」
が
ど
の
よ
う
に
誕
生
し
、
そ
し
て
日
本
人

に
膾
炙
し
て
い
っ
た
の
か
、
ま
た
「
知
覧
」
に
代
表
さ
れ
る
特

攻
の
記
憶
が
、
あ
ら
ゆ
る
水
準
で
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き

た
（
い
る
）
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

 

『
聖
戦
』
『
戦
跡
』
は
福
間
の
著
書
で
あ
っ
た
が
、
『
知
覧
』

は
編
書
と
な
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
既
述
の
よ
う
に
「
福
間
の

仕
事
の
現
在
」
を
見
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
『
知
覧
』
に
つ
い

て
は
論
点
ご
と
に
要
約
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

直
接
の
体
験
者
で
は
な
い
人
間
の
媒
介
性 

 

間
メ
デ
ィ
ア
的
相
互
作
用
の
な
か
で
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
前
景

化
あ
る
い
は
後
景
化
し
て
い
く
様
を
、
福
間
ら
は
明
ら
か
に
し

て
い
る
。 

 

具
体
的
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
、
高
木
俊
朗
（
戦
争
末
期
に
、
軍

の
報
道
班
員
と
し
て
知
覧
で
特
攻
を
取
材
）
・
板
津
忠
正
（
特

攻
の
生
き
残
り
で
、
後
に
語
り
部
）
と
鳥
濱
ト
メ
で
あ
る
。 

 

食
堂
の
経
営
者
で
あ
っ
た
鳥
濱
ト
メ
は
、
特
攻
隊
員
で
は
な

か
っ
た
に
も
係
わ
ら
ず「
知
覧
」の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
続
け
た
。

そ
れ
に
に
対
し
高
木
は
、
よ
り
特
攻
隊
員
に
近
い
報
道
班
員

．
．
．
．
で．

あ
っ
た
に
も
係
わ
ら
ず

．
．
．
．
．
．
．
．
．
シ
ン
ボ
ル
で
は
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
は
高
木
自
身
が
、
知
覧
町
と
袂
を
分
か
っ
た
た
め
で
も
あ

っ
た
が
、
む
し
ろ
様
々
な
主
体
が
関
与
す
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の

中
で
、
後
景
化
し
て
い
っ
た
と
い
う

(22)

。 

 

重
要
な
の
は
、
「
直
接
の
体
験
」
が
分
岐
の
要
因
と
な
ら
な

か
っ
た
点
で
あ
っ
た
。
多
く
の
主
体
が
「
知
覧
」
を
プ
ロ
モ
ー

ト
す
る
際
に
、高
木
よ
り
も
ト
メ
の
方
が
有
用
で
あ
っ
た
の
だ
。

 

 

も
う
一
点
重
要
な
の
は
、
高
木
が
「
知
覧
」
に
お
い
て
問
題

視
し
た
観
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
特
攻
の「
意
味
」で
あ
っ
た
と
い

う
。
つ
ま
り
は
、特
攻
と
い
う
行
為
に
戦
術
上
の
意
味
が
あ
っ
た

の
か
、そ
れ
と
も
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。
高
木
は
「
特

攻
は
無
駄
な
死
で
あ
っ
た
」
と
い
う
点
を
最
重
要
視
し
、
そ
の

点
を
こ
そ
後
世
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た

(23)

。
高

木
は
様
々
な
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
な
か
で
徐
々
に
後
景
化
し
て
い
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く
が
、
そ
の
後
景
化
の
要
因
の
ひ
と
つ
が
「
特
攻
の
美
化
」
を

非
と
す
る
点
に
あ
っ
た
。 

 

「
特
攻
の
美
化
」
は
、
そ
の
他
の
章
に
お
い
て
も
大
き
な
論

点
と
な
っ
て
い
る
。
遺
族
・
政
府
・
自
治
体
・
企
業
・
観
光
客
・

朝
鮮
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
に
よ
っ
て
受
け
止
め
方
が
二

分
さ
れ
た
と
い
う
。 

 

真
正
性
・
固
有
性
の
獲
得
と
創
出 

 

鳥
濱
ト
メ
の
前
景
化
に
は
真
正
性
の
獲
得
が
必
要
で
あ
っ
た

が
、
記
憶
の
形
成
に
お
い
て
「
真
正
性
」
や
「
固
有
性
」
（
の

獲
得
）
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
『
知
覧
』
は
明
ら
か
に

し
て
い
る
。 

 

本
書
に
お
け
る
真
正
性
の
定
義
は
、
「
見
た
も
の
が
「
本
物
ら

し
い
」
と
感
じ
取
れ
る
も
の

(24)

」
で
あ
る
が
、
「
知
覧
」
に
お

け
る
真
正
性
の
獲
得
の
際
に
利
用
さ
れ
た
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
・

イ
ベ
ン
ト
や
レ
プ
リ
カ
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
知
覧
特
攻
基
地

は
陸
軍
の
基
地
で
あ
っ
た
が
、
知
覧
特
攻
平
和
会
館
に
展
示
さ

れ
て
い
る
特
攻
機
は
海
軍
機
で
あ
る
し

(25)

、
あ
る
い
は
ホ
タ
ル

館
富
屋
食
堂
（
ト
メ
の
経
営
し
て
い
た
食
堂
跡
。
以
下
、
ホ
タ

ル
館
と
略
記
）
で
は
、
レ
プ
リ
カ
が
多
数
用
い
ら
れ
て
い
る
と

い
う

(26)

。 

 

真
正
性
や
固
有
性
の
獲
得
過
程
に
お
い
て
は
、メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
記
憶
と
の
相
互
作
用
も
重
要
な
点
で

あ
っ
た
。
具
体
的
事
例
と
し
て
、
二
葉
百
合
子
「
岸
壁
の
母
」

と
菊
池
章
子
「
基
地
の
母
」
と
い
う
歌
謡
曲
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
(27)

。 

 

「
平
和
」
と
い
う
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ド 

 

「
知
覧
」
の
成
立
過
程
で
は
、
（
中
央
）
知
識
人
と
の
軋
轢

が
生
じ
て
い
た

(28)

。
そ
の
軋
轢
の
解
消
に
お
い
て
有
効
に
働
い

た
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ド
は
「
平
和
」
で
あ
っ
た
と
い
う

(29)

。 

 

「
平
和
」
と
い
う
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ド
に
よ
る
思
考
停
止
は
、

本
章
の
大
き
な
論
点
で
あ
る
。
「
平
和
」
と
い
う
言
葉
は
耳
触

り
が
よ
く
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人
が
首
肯
す
る
が
、
そ

の
言
葉
に
よ
っ
て
多
く
の
、
か
つ
重
要
な
争
点
が
見
え
な
く
な

っ
て
い
る
。 
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メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
遺
書
と
レ
プ
リ
カ
の
「
わ
か
り
や
す
さ
」 

 

真
正
性
や
固
有
性
の
獲
得
に
お
い
て
は
「
遺
書
」
と
い
う
メ

デ
ィ
ア
が
有
効
に
働
い
た
が

(30)

、
遺
書
と
い
う
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、

い
く
つ
か
の
争
点
を
含
ん
で
い
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
様
々
な

強
制
性
の
な
か
で
特
攻
隊
員
が
書
い
た
遺
書
の
内
容
は
、
本
音

な
の
か
、
そ
れ
と
も
建
前
な
の
か
。
そ
も
そ
も
特
攻
自
体
が
志

願
な
の
か
強
制
な
の
か
。
「
遺
書
」
は
来
館
者
と
い
う
オ
ー
デ

ィ
エ
ン
ス
に
高
い
訴
求
力
を
示
し
た
が
、
そ
こ
に
は
展
示
す
る

側
と
見
る
側
の
一
種
の
共
犯
関
係
も
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。 

 

ま
た
遺
書
に
つ
い
て
は
、
「
コ
ピ
ー
」
と
い
う
レ
プ
リ
カ
が

存
在
し
た
。
知
覧
特
攻
平
和
会
館
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
で
あ
る

ホ
タ
ル
館
に
は
、
多
く
の
遺
書
が
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
多
く
は
コ
ピ
ー
で
あ
る
と
い
う

(31)

。
し
か
し
コ
ピ
ー
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
内
容
を
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
は
「
本
音
（
素
顔
）
」

と
捉
え
、
本
物
以
上
の
訴
求
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ

ら
レ
プ
リ
カ
や
コ
ピ
ー
が
高
い
訴
求
力
を
有
し
て
い
た
要
因
は
、

「
わ
か
り
や
す
さ
」
だ
と
す
る

(32)

。 

 

類
型
化
の
試
論 

 

第
十
章
に
お
い
て
井
上
義
和
は
、
「
活
入
れ
効
果
」
に
着
目

し
論
じ
て
い
る
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
後
半
に
お
け
る
指
摘
で

あ
る
。
後
半
で
井
上
は
、
「
先
へ
進
む
た
め
の
手
が
か
り
を
得

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

る
た
め
に

．
．
．
．
、
事
例
か
ら
活
入
れ
の
論
理
構
造
を
抽
出
し
て
み
よ

う
」

(33)

（
強
調
筆
者
）
と
し
た
上
で
、
「
知
覧
」
に
お
け
る
記

憶
の
類
型
化
を
試
み
て
い
る
。 

 

井
上
に
よ
る
と
「
知
覧
」
に
お
け
る
記
憶
は
、
英
霊
と
の
「
関

係
の
捉
え
方
」に
よ
っ
て
二
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。

ひ
と
つ
は
「
断
絶
・
対
象
関
係
」
に
着
目
す
る
タ
イ
プ
１
で
あ

り
、
も
う
ひ
と
つ
の
タ
イ
プ
２
は
「
連
続
・
継
承
関
係
」
に
着

目
す
る
も
の
だ
と
い
う

(34)

。
具
体
的
に
い
え
ば
、
前
者
は
「
戦

時
を
思
え
ば
今
は
幸
せ
」
と
捉
え
、
後
者
は
「
特
攻
隊
員
に
感

謝
」
す
る
な
ど
で
あ
る
。 

 
戦
争
体
験
の
継
承
と
い
う
場
合
、一
般
に
は「
記
憶
の
継
承
」

と
い
う
枠
組
み
で
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
井
上
は
、
戦
跡
に
お

け
る
活
入
れ
効
果
の
事
例
か
ら
、
「
遺
志
の
継
承
」
と
い
う
も
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う
一
つ
の
枠
組
み
の
存
在
を
指
摘
す
る

(35)

。
井
上
は
、
後
者
が

タ
イ
プ
２
へ
と
収
斂
す
る
こ
と
を
示
唆
し
、
ど
ち
ら
の
枠
組
み

で
議
論
す
る
か
が
議
論
の
有
効
化
を
図
る
上
で
必
要
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
た
め
に
は
類
型
化
や
枠
組
み
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と

い
う
。
井
上
の
指
摘
は
、
「
記
憶
の
継
承
」
の
後
景
化
を
危
惧

し
た
も
の
で
も
あ
る
。 

  
 
 

三 

批
判
的
検
討 

  

以
上
、
三
冊
を
概
観
し
た
が
、
以
下
で
は
批
判
的
に
三
つ
の

論
点
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。 

 

（
一
）
用
語
の
定
義 

 

当
然
の
こ
と
な
が
ら
三
冊
に
は
様
々
な
用
語
が
登
場
す
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
定
義
に
は
曖
昧
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。
例

え
ば
既
述
の
よ
う
に
、
遺
構
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
定

義
は
あ
っ
た
が
、
戦
跡
に
つ
い
て
は
見
当
た
ら
な
い
。
あ
る
い

は
、
集
合
的
記
憶
の
定
義
も
曖
昧
で
あ
る
（
集
合
的
記
憶
に
つ

い
て
は
（
二
）
の
類
型
化
に
お
い
て
詳
述
す
る
）
。 

 

戦
跡
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
福
間
は
、
現
時
点
に
お
い
て
意

識
的
に
回
避
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
あ
く
ま
で
筆
者
の
推

測
で
あ
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
は

．
．
．
．
．
．
．
．
「
戦
跡
＝
遺
構
＋
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
」
と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
、
遺
構
あ
る
い
は
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
以
外
の
類
型
が
見
え
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
、
現
時
点

に
お
い
て
は
戦
跡
の
定
義
を
保
留
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
学
や
論
に
は
独
自
の
研
究
対
象
と
研
究
手

法
が
必
要
と
な
る
。
精
緻
に
定
義
さ
れ
た
タ
ー
ミ
ノ
ロ
ジ
ー
は

独
自
の
研
究
手
法
確
立
の
前
提
条
件
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「
用
語
の
整
備
」
は
、
福
間
ら
が
構
想
す
る
戦
争
社
会
学
の
立

ち
上
げ
に
も
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

（
二
）
類
型
化
の
必
要
性 

 
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
井
上
は
「
知
覧
」
の
活
入
れ
効
果
の

分
析
に
お
い
て
類
型
化
を
試
み
て
い
る
。 

 

福
間
は
構
築
主
義
的
に
事
例
の
記
述
を
ス
ト
イ
ッ
ク
に
行
っ
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て
い
る
が
、
そ
の
類
型
化
は
少
な
い
。
読
者
は
そ
の
記
述
を
、

一
種
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
と
し
て
理
解
・
記
憶
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
多
く
の
読

者
と
知
見
を
共
有
す
る
に
は
、理
論
化
と
ま
で
は
い
わ
な
い
が
、

一
定
度
の
類
型
化
は
あ
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

し
か
し
な
が
ら
そ
の
類
型
化
に
お
い
て
は
、
慎
重
さ
が
求
め

ら
れ
る
。
『
戦
争
社
会
学
の
構
想
』
で
福
間
と
と
も
に
編
者
を

務
め
た
野
上
元
は
、
野
上
元
・
小
林
多
寿
子
編
著
『
歴
史
と
向

き
あ
う
社
会
学
―
資
料
・
表
象
・
経
験
―
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
一
五
年
）
に
お
い
て
、
「
歴
史
研
究
に
限
っ
た
も
の

で
は
な
い
」
と
の
留
保
を
つ
け
た
上
で
、
「
分
析
的
研
究
」
と

「
記
述
的
研
究
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 
 

分
析
的
研
究
と
は
、
集
め
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、

起
こ
っ
た
事
実
を
「
原
因
―
結
果
」
（
因
果
関
係
）
に
整

理
し
て
「
説
明
」
す
る
研
究
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
に
は

（
広
い
意
味
で
の
）
「
比
較
」
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
(36)

。 

 

そ
の
上
で
、
「
こ
う
し
た
説
明
の
妥
当
性
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
な
の
は
、
経
験
的
な
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
で
あ
る
」

と
し
、
「
記
述
的
研
究
」
の
必
要
性
に
言
及
し
て
い
る

(37)

。
さ

ら
に
、
歴
史
学
が
固
有
に
持
つ
困
難
性
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 
 

た
だ
、
歴
史
学
の
よ
う
な
分
野
で
は
、
分
析
や
説
明
を

試
み
よ
う
と
し
て
も
、
実
験
の
よ
う
な
形
で
デ
ー
タ
の
収

集
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
（
中
略
）
つ
ま
り
、
因
果

関
係
の
説
明
や
未
来
予
測
で
は
な
く
、
む
し
ろ
社
会
の
記

述
じ
た
い
が
、
「
何
を
ど
う
書
く
か
」
と
い
う
大
き
な
学

問
的
課
題
・
目
標
と
な
る
の
だ

(38)

。 

 

今
回
の
三
冊
を
見
る
限
り
、
福
間
の
仕
事
は
こ
の
野
上
の
論
に

従
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。 

 

そ
れ
で
も
本
稿
に
お
い
て
は
、あ
え
て
類
型
化
を
試
み
た
い
。

論
考
に
お
い
て
は
、
モ
ー
リ
ス
・
ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
の
『
集
合
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的
記
憶
』
（
行
路
社
、
一
九
八
九
年
）
に
お
け
る
定
義
・
枠
組

み
を
援
用
す
る
。 

 

ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
は
、
集
合
的
記
憶
の
形
成
の
前
段
階
と
し

て
、
個
人
の
思
考
の
接
合
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 
 

各
人
が
、
こ
れ
ら
個
々
人
の
思
考
の
外
部
に
あ
り
そ
れ

ら
を
包
む
一
種
の
人
為
的
環
境
を
、
集
合
的
時
間
と
集
合

．
．
．
．
．
．
．
．

的
空
間
を

．
．
．
．
、
そ
し
て
集
合
的
歴
史
を

．
．
．
．
．
．
、
創
り
出
す
こ
と
を

認
め
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
枠
の
中
で
個
人
の
思
考
は

接
合
す
る
の
で
あ
る

(39)

。
（
強
調
筆
者
） 

 

こ
こ
で
ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
は
、集
合
的
記
憶
を
規
定
す
る「
枠
」

と
し
て
、
「
時
間
」
「
空
間
」
「
歴
史
」
を
あ
げ
て
い
る
。
引

用
部
分
に
お
け
る
言
及
順
（
強
調
部
分
）
は
、
後
に
示
す
よ
う

に
、
ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
の
そ
れ
ら
に
対
す
る
重
要
度
と
合
致
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
が
集
合
的
記
憶
に
お
い

て
最
も
重
要
視
す
る
の
は
「
時
間
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
言

葉
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

  
 
 

集
団
の
記
憶
の
中
で
最
も
大
き
い
位
置
を
占
め
る
の
は
、

そ
の
集
団
を
根
底
か
ら
変
様
す
る
こ
と
な
く
過
ぎ
去
っ

た
時
間
で
あ
る

(40)

。 

  

ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
が
時
間
の
次
に
重
視
す
る
の
は
「
場
所
」

で
あ
る
。
「
空
間
的
枠
の
中
で
展
開
し
な
い
よ
う
な
集
合
的
記

憶
は
存
在
し
な
い
」と
し「
空
間
と
は
持
続
す
る

．
．
．
．
現
実
で
あ
る
」

（
強
調
筆
者
）
と
い
う

(41)

。
「
持
続
」
と
は
時
間
の
継
続
で
あ

る
か
ら
、
「
場
所
」
の
概
念
に
お
い
て
も
「
時
間
」
が
含
意
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
「
わ
れ
わ
れ
が
注
意
を
向
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、空
間
へ
、わ
れ
わ
れ
の
空
間
へ
な
の
で
あ
る
」

と
ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
は
い
う

(42)

。
時
間
（
性
）
を
も
含
ん
だ
空

間
が
、
時
間
の
次
に
重
要
だ
と
い
う
の
だ
。 

 
「
歴
史
」
に
つ
い
て
は
、
ど
う
か
。
ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
は
「
歴

史
と
は
変
化
の
場
」
で
あ
る
と
し
、
「
歴
史
は
そ
の
総
和
（
積
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分
の
意
味
で
の
）
を
、
ま
た
は
終
局
の
結
果
を
、
知
覚
す
る
だ

け
」
だ
と
す
る

(43)

。
つ
ま
り
は
、
歴
史
と
は
積
分
の
過
程
で
あ

り
、
ま
た
あ
る
時
点
に
お
い
て
の
歴
史
は
、
そ
の
積
分
の
結
果

だ
と
い
う
の
だ
。
歴
史
に
お
い
て
「
時
間
」
は
変
数
と
は
な
ら

な
い
が
、
そ
の
軸
は
時
間
軸
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
歴
史
」
に

つ
い
て
も
「
時
間
」
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
は
「
歴
史
」
に
つ
い
て
、
「
歴
史
的

か
つ
一
般
的
観
念
は
極
め
て
二
次
的
な
役
割
し
か
演
じ
な
い
で

あ
ろ
う

(44)

。
」
「
わ
れ
わ
れ
が
集
合
的
記
憶
と
呼
ぶ
も
の
の
本

質
を
な
し
て
い
る
の
は
、
歴
史
的
記
憶
で
も
そ
の
枠
で
も
な
い

の
で
あ
る

(45)

。
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
ア
ル
ヴ
ァ

ッ
ク
ス
は
、
集
合
的
記
憶
に
お
い
て
は
「
歴
史
」
を
あ
ま
り
重

要
視
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
一
方
で
、
集
合
的
記

憶
と
「
歴
史
」
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 
 

枠
の
な
い
記
憶
、
つ
ま
り
想
い
出
を
分
類
す
る
の
に
そ

の
社
会
に
特
有
の
言
葉
と
実
際
の
生
活
か
ら
借
用
さ
れ

た
若
干
の
観
念
し
か
自
由
に
で
き
な
い
記
憶
と
、
他
方
で

は
、
記
憶
の
な
い
枠
、
す
な
わ
ち
個
人
的
記
憶
に
お
い
て

構
成
さ
れ
た
り
あ
る
い
は
保
持
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
歴

史
的
ま
た
は
集
合
的
枠
と
を
、
実
際
に
区
別
で
き
る
で
あ

ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
う
は
思
わ
な
い

(46)

。 

 

つ
ま
り
は
、
集
合
的
記
憶
に
お
け
る
「
歴
史
」
の
重
要
度
は
低

い
が
、
歴
史
は
集
合
的
記
憶
に
様
々
な
型
で
複
層
的
に
影
響
を

与
え
、
ま
た
個
人
的
記
憶
と
分
化
し
に
く
い
た
め
、
集
合
的
記

憶
と
個
人
的
記
憶
は
重
な
り
合
う
部
分
が
大
き
い
と
い
う
。 

 

ま
た
歴
史
に
は
大
別
し
て
二
つ
あ
り
、
ひ
と
つ
は
「
書
か
れ

た
歴
史
」
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
が
時
間
を
通
じ
て

．
．
．
．
．
．
永
続
し
更

新
さ
れ
る
「
生
き
て
い
る
歴
史
」
だ
と
す
る

(47)
（
強
調
筆
者
）
。

こ
こ
で
も
や
は
り
「
時
間
」
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
ヴ
ァ

ッ
ク
ス
は
「
時
間
」
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
、
「
書
か
れ
た
歴

史
」
よ
り
も
「
生
き
て
い
る
歴
史
」
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
い

え
る
。 

 

以
上
、
集
合
的
記
憶
を
下
支
え
す
る
要
素
を
図
示
す
る
と
図
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１
よ
う
に
な
る
。 

 

 

 

図
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
集
合
的
記
憶
を
下
支
え
す
る
要
素

に
は
、
大
き
く
わ
け
て
「
時
間
」
「
空
間
」
「
歴
史
」
が
あ
り
、

後
者
の
二
つ
は
「
場
所
」
、
あ
る
い
は
「
生
き
て
い
る
歴
史
」

「
書
か
れ
た
歴
史
」
に
細
分
化
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
属

性
と
見
れ
ば
、
任
意
の
組
合
せ
に
よ
る
類
型
化
が
可
能
と
な
る

だ
ろ
う
。 

 

ま
た
福
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
の
「
質
」
を
問
う
て
も
い

る
。
例
え
ば
、
同
じ
「
空
間
」
を
共
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、

ト
メ
が
共
有
し
て
い
た
空
間
は
「
死
と
は
比
較
的
遠
い
」
食
堂

な
ど
の
生
活
空
間
で
あ
り
、高
木
ら
が
共
有
し
て
い
た
の
は「
死

と
隣
り
あ
わ
せ
」
の
戦
場
で
あ
っ
た
。
当
然
、
前
者
よ
り
も
後

者
の
方
が
、
死
者
と
の
関
係
は
濃
密
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
「
関
係
の
濃
淡
」
と
い
う
質
的
差
異
を
導
入
し
、
ト
メ

ら
を
分
類
し
て
み
る
（
深
い
共
有
：
◎
、
通
常
の
共
有
：
○
、

浅
い
共
有
：
△
、
非
共
有
：
×
）
。
類
型
化
に
用
い
る
要
素
は

「
時
間
」
「
空
間
」
「
歴
史
」
と
す
る
が
、
「
空
間
」
に
つ
い

て
は
「
過
去
（
戦
中
）
」
と
「
現
在
」
に
分
け
、
ま
た
「
歴
史
」

に
つ
い
て
は
「
生
き
た
歴
史
」
の
み
と
す
る
（
図
２
）
。 
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こ
の
図
２
を
見
る
と
、
次
の
三
つ
が
興
味
深
い
点
と
し
て
浮

上
し
て
く
る
。 

 

① 

ト
メ
は
「
生
き
た
歴
史
」
に
お
い
て
特
攻
隊
員
と
深
い
共

有
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
強
度
は
も
っ
と
も
高

い
。 

② 

板
津
は
、
過
去
に
お
い
て
特
攻
隊
員
と
深
い
「
空
間
」
の

共
有
が
あ
っ
た
に
も
係
わ
ら
ず
、
ト
メ
よ
り
も
シ
ン
ボ
ル

強
度
は
低
い
。 

③ 

高
木
は
、
現
在
に
お
い
て
「
空
間
」
の
共
有
が
な
く
、
ま

た
「
生
き
た
歴
史
」
の
共
有
も
浅
い
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
強

度
は
も
っ
と
も
低
い
。 

  

ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
は
、「
歴
史
」
を
相
対
的
に
低
く
み
た
が
、

ト
メ
の
事
例
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、
「
生
き
た
歴
史
」
は

重
要
度
を
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
の
媒
介
性
が
高
ま

っ
た
現
代
特
有
の
現
象
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。 
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（
三
）「
知
覧
」
の
相
対
化
／
比
較 

 

『
知
覧
』
の
各
章
は
、
知
覧
同
様
に
鹿
児
島
県
内
に
あ
っ
た

鹿
屋
や
万
世
に
お
け
る
特
攻
の
記
憶
や
、
知
覧
と
関
係
の
あ
っ

た
朝
鮮
に
お
け
る
「
知
覧
」
、
あ
る
い
は
マ
ン
ガ
な
ど
の
コ
ン

テ
ン
ツ
に
お
け
る
特
攻
の
表
象
な
ど
も
採
り
上
げ
て
い
る
。
そ

れ
ら
か
ら
「
知
覧
」
を
逆
照
射
す
る
な
ど
、
「
知
覧
」
の
相
対

化
を
図
っ
て
い
る
。単
純
に
い
え
ば
、第
一
部
の
四
つ
の
章
で
、

知
覧
を
直
接
的
に
掘
り
下
げ
、
第
二
部
と
第
三
部
の
計
六
つ
の

章
で
広
く
論
考
し
「
知
覧
」
の
相
対
化
を
図
っ
て
い
る
。 

 

福
間
ら
の「
知
覧
」研
究
は
今
後
も
継
続
さ
れ
る
と
思
う
が
、

「
知
覧
」
の
相
対
化
を
さ
ら
に
追
求
す
る
た
め
に
、
「
鹿
屋
」

と
「
万
世
」
を
掘
り
下
げ
て
も
ら
い
た
い
。 

 

『
知
覧
』
の
第
二
部
の
タ
イ
ト
ル
は
、
「
複
数
の
「
知
覧
」
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
「
複
数
」
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
鹿
屋
に
お
け
る
特
攻
の
記
憶

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
「
鹿
屋
」
、
あ
る
い
は
万
世
．
．

に
お
け
る
特
攻
の
記
憶

．
．
．
．
．
．
．
．
．
「
万
世
」
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ

れ
一
章
ず
つ
割
か
れ
て
い
る
が
、
も
っ
と
字
数
が
必
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。 

 

さ
ら
に
い
え
ば
、
比
較
は
完
全
に
別
の
章
で
行
っ
た
方
が
い

い
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
は
、
「
知
覧
」
「
鹿
屋
」
「
万
世
」

そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
の
構
築
過
程
を
独
立
し
て
詳
ら
か
に
し
た
後

に
、
別
稿
に
お
い
て
メ
タ
レ
ベ
ル
で
比
較
・
分
析
す
る
の
で
あ

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
、
「
知
覧
」
の
特
殊
性
と
普

遍
性
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

以
上
、
三
つ
の
観
点
か
ら
批
判
を
加
え
た
が
、
福
間
ら
の
「
知

覧
」
研
究
は
様
々
な
可
能
性
に
対
し
て
開
か
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
今
後
に
期
待
し
た
い
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

(1) 

福
間
良
明
『「
聖
戦
」
の
残
像
―
知
と
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
社
会
学
』
人
文
書
院
、

二
〇
一
五
年
、
四
二
三
頁
。 

(2) 

福
間
に
よ
る
比
較
メ
デ
ィ
ア
論
の
説
明
は
、『
聖
戦
』
一
七
―
三
〇
頁
。 

(3) 

同
前
、
一
七
―
三
〇
頁
。 

(4) 

同
前
、
一
八
頁
。 

(5) 
同
前
、
二
〇
―
二
一
頁
。 

(6) 
福
間
良
明
『「
戦
跡
」
の
戦
後
史 

せ
め
ぎ
あ
う
遺
構
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
』
岩
波

書
店
、
二
〇
一
五
年
、
一
一
―
一
二
頁
。 

(7) 

同
前
、
一
〇
頁
。 
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(8) 
同
前
、
九
二
頁
。 

(9) 

同
前
、
一
〇
一
―
一
〇
二
頁
。 

(10) 

同
前
、
一
〇
六
頁
。 

(11) 

同
前
、
一
〇
六
頁
。 

(12) 

同
前
、
一
二
二
―
一
二
五
頁
。 

(13) 

同
前
、
一
二
五
―
一
二
七
頁
。 

(14) 

同
前
、
一
二
九
頁
。 

(15) 

同
前
、
一
三
七
頁
。 

(16) 

同
前
、
一
三
〇
頁
。 

(17) 

同
前
、
一
三
〇
頁
。 

(18) 

同
前
、
二
三
七
頁
。 

(19) 

同
前
、
二
三
八
―
二
三
九
頁
。 

(20) 

同
前
、
二
四
六
頁
。 

(21) 

同
前
、
二
五
十
―
二
五
四
頁
。 

(22) 

山
本
昭
宏
「〈
平
和
の
象
徴
〉
に
な
っ
た
特
攻
―
一
九
八
〇
年
代
の
知
覧
町
に
お

け
る
観
光
と
平
和
」
福
間
良
明
・
山
口
誠
編
『「
知
覧
」
の
誕
生
―
特
攻
の
記
憶
は
い

か
に
創
ら
れ
て
き
た
の
か
』
柏
書
房
、
二
〇
一
五
年
、
九
四
頁
。 

(23) 

福
間
良
明
「
特
攻
戦
跡
の
発
明
―
知
覧
航
空
基
地
跡
と
護
国
神
社
の
相
剋
」
同

前
、
四
九
頁
。 

(24) 

高
井
昌
吏
「「
特
攻
の
母
」
の
発
見
―
鳥
濱
ト
メ
を
め
ぐ
る
「
真
正
性
」
の
構
築
」

同
前
、
一
〇
二
頁
。 

(25) 

福
間
良
明
「
特
攻
戦
跡
の
発
明
―
知
覧
航
空
基
地
跡
と
護
国
神
社
の
相
剋
」
同

前
、
五
七
頁
。 

(26) 

山
口
誠
「「
知
覧
」
の
真
正
性
―
「
ホ
タ
ル
」
化
す
る
特
攻
と
「
わ
か
り
や
す
い

戦
跡
」」
同
前
、
一
六
五
―
一
六
六
頁
。 

(27) 

高
井
昌
吏
「「
特
攻
の
母
」
の
発
見
―
鳥
濱
ト
メ
を
め
ぐ
る
「
真
正
性
」
の
構
築
」

同
前
、
一
一
一
―
一
一
四
頁
な
ど
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(28) 

山
本
昭
宏
、
同
前
、
九
七
頁
。 

(29) 

山
本
昭
宏
、
同
前
、
八
五
頁
な
ど
。 

(30) 

山
口
誠
、
同
前
、
一
四
八
頁
な
ど
。 

(31) 

山
口
誠
、
同
前
、
一
六
五
頁
。 

(32) 

山
口
誠
、
同
前
、
一
七
二
―
一
七
四
頁
。 

(33) 

井
上
義
和
「
記
憶
の
継
承
か
ら
遺
志
の
継
承
へ
―
知
覧
巡
礼
の
活
入
れ
効
果
に

着
目
し
て
」
同
前
、
三
七
五
頁
。 

(34) 

井
上
義
和
「
記
憶
の
継
承
か
ら
遺
志
の
継
承
へ
―
知
覧
巡
礼
の
活
入
れ
効
果
に

着
目
し
て
」
同
前
、
三
七
六
―
三
七
八
頁
。 

(35) 

井
上
義
和
、
同
前
、
三
八
九
―
三
九
〇
頁
。 

(36) 

野
上
元
・
小
林
多
寿
子
編
著
『
歴
史
と
向
き
あ
う
社
会
学
―
資
料
・
表
象
・
経

験
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
五
年
、
四
頁
。 

(37) 

同
前
、
四
―
五
頁
。 

(38) 

同
前
、
五
頁
。 

(39) 

モ
ー
リ
ス
・
ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
『
集
合
的
記
憶
』
行
路
社
、
一
九
八
九
年
、
五

八
頁
。 

(40) 

同
前
、
九
七
頁
。
た
だ
し
「
時
間
」
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ

ル
ら
の
議
論
を
別
途
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

(41) 

同
前
、
一
八
二
頁
。
前
項
同
様
、「
空
間
」
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
イ
ダ
・
ア
ス
マ

ン
ら
の
議
論
も
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。 

(42) 

同
前
、
一
八
二
頁
。 

(43) 

同
前
、
九
七
―
九
八
頁
。 

(44) 
同
前
、
五
八
頁
。 

(45) 
同
前
、
八
五
頁
。 

(46) 

同
前
、
五
九
頁
。 

(47) 

同
前
、
六
六
頁
。 
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